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芦刈観瀾校は、芦刈小学校と芦刈中学校を校舎一体型の
小中一貫校として新しく開校した学校です。子どもたち
は、有明海に面した緑豊かな大地で、同じ校舎の中で９
年間を共に過ごします。小中一貫による系統的・計画的
な教育により、郷土小城市（芦刈町）を愛し、グローバ
ル社会で活躍できる子どもの育成を目指します。

芦刈観瀾校の教育

学校教育目標

学校目標

9年間の一貫した系統的・計画的な教育活動

小　　学　　部

1年生

中　　学　　部

☆規則正しい生活
☆基礎的内容の定着を図る学習

☆｢めあて｣をもった生活
☆基礎的内容を活用する力を育成する学習

☆｢向上心｣のある生活
☆主体的に課題を見いだし、探究
　する力を育成する学習

2年生

前　　　期 中　　　期 後　　　期

基礎・定着 基礎・活用 探究・発展

学級担任制 教科担任制

3年生 4年生 5年生 6年生 7年生 8年生 9年生

地域の学び舎

創立139年（明治８年）
児童生徒数　422名（内、児童270名）

小城市立小中一貫校

芦刈観瀾校

vol.１

か ん ら ん

○友愛 ○進取 ○剛健校訓

ふるさとを愛し、未来を拓く、
心身ともに元気な子どもの育成

『 共 に 』
共に学び ・ 共に考え ・ 共に創る

「観瀾」とは、明治18年に芦刈に最初に設立された小学校の校名です。
観は「みる」と読み、瀾は「なみ」という字です。有明海の波の見える地
で、海のように広々とした大らかな人間として大成してほしいという思い
や夢に向かって努力していこうという思いから名付けられたのでしょう。
　観瀾小学校が芦刈小学校と改名された後も、「観瀾」は芦刈の人々から
親しみのある言葉として心に刻みこまれています。

『中林梧竹 書』
書聖中林梧竹が書かれた｢観瀾｣
の扁額は、校長室に掲げています。

｢観瀾｣について
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